
対象学年 講義/演習 実習

前期 28.0時間 －

後期 12.0時間 30.0時間

1）金属材料、無機材料（セラミックス）、高分子材料および複合材料の構造と物性を説明でき
る。
2）生体材料と歯科材料の機械的、物理的、化学的および生物学的安全性を説明できる。
3）歯科精密鋳造による修復物の製作過程を使用機器、材料と関連付けて説明できる。
4）印象材、模型材、ワックス、埋没材の種類と性質を説明できる。
5）歯科用合金の種類と成分及び特性を説明できる。
6）審美修復材料の種類、特徴、製作法との関連、材料の選択基準を説明できる。
7）CAD/CAMによる製作手順を使用機器と関連付けて説明できる。
8）歯科用セメントの種類と成分および特性を説明できる。
9）歯科用接着材の種類と成分および特徴を説明できる。

学修方針（講義概要等）

 歯科理工学は歯科医療で取り扱われる材料、器械、器具について科学的理論（基礎科学）と臨
床応用（応用科学）に関する学問であり、低学年で学修した基礎科学を発展させて、歯科臨床で
安全、安心、高機能に歯科材料、器械、器具を使用するための特性を理解することを目的とす
る。特に、化学、物理学、生物学を活かしながら、歯科材料に必要な金属学、無機化学、有機化
学、物理化学、生物化学、さらに器械や器具に必要な機械工学などの関連学問領域の基礎知識を
理解する。また、歯科材料を使って顎顔面口腔領域の形態および機能の回復とそれを維持するた
めに製作される修復物の成形法を学修する。これらの歯科材料の取扱いや成形方法を活かして、
歯科疾患の予防と治療にどのように応用されているかを理解する。特に、臨床応用の観点から関
連深い保存修復学、歯内療法学、歯科補綴学、歯科矯正学、口腔外科学および歯科インプラント
学などでの臨床では幅広く応用され、改良され、さらには新規の機材や材料の開発や歯科医療シ
ステムに対して基礎的知識を応用できるように知識の習得を講義と実習を通じて学修する。

教育成果（アウトカム）

 歯科臨床では、様々な材料（歯科材料、歯科生体材料）と医療用器械・器具を駆使して、口腔
機能の回復が図られており、それぞれ重要な役割を担っている。したがって、歯科医師はこれら
に関する科学的な知識をもち、医療へ合理的に応用する技術に習熟することに加えて、患者に対
してわかりやすく説明できることが必要である。生体に対して異物である材料を生体内で機能さ
せるためには、材料の物理学的、機械的、化学的および生物学的性質（生体に対する影響）を理
解するとともに、機能を回復させるための手段の一つとして、修復物の製作方法を整理して実行
することができるに学修する。それらの修復方法が臨床でどのように活用され、患者の口腔内で
機能を発揮させられるかを理解し、高学年で学ぶ臨床科目に活かせる基本的な考え方を身につけ
ることができる。

（関連するディプロマポリシー：1、2、4、6、8、9）

到達目標（SBOs）
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USER01
テキストボックス
ナンバリング：D2-S1-C11



事前事後学修の具体的内容及び時間

 講義で使用する事前学修要綱を事前にWebClassにアップロードするので、教科書等を用いて事
前に調べ、講義に臨むこととする。事前学修内容について講義はじめにプレテストまたは講義中
に発表することによりフィードバックする。
 事後学修として、講義中および講義要旨にポストテストとして行う。その内容で理解が不十分
な箇所については、講義要旨および教科書等を見直し学修するようにする。本内容はすべての歯
科理工学の講義、実習に対して該当するものとする。

（事前学修：平均15分を要する　事後学修：平均60分を要する）



2D歯科理工学Ⅰ

講義/演習/実習日程表

区
分

月日
（曜）

時
限

担当教員
（講座 分野）

ユニット名
内容

到達目標
［コア・カリキュラム］

事前事後学修

講
義

4/8
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

1. 歯科理工学概論

歯科理工学の概念を学
ぶ。また、臨床科目と
の関連を理解する。

1. 歯科臨床と歯科理工学の関わり
を説明できる。
2. 歯科臨床（歯冠修復、義歯補
綴、矯正治療、齲蝕予防治療、口腔
外科治療、インプラント治療など）
に用いられる歯科材料を挙げること
ができる。
3. 歯科臨床に用いられる器械・器
具を挙げることができる。
4. 歯科技工に用いられる歯科材料
と器械・器具を挙げることができ
る。
[B全般]

事前学修：教科書第1章を読み、疑
問点を抽出しておく（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

講
義

4/15
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

2. 歯科材料の種類と構
造、機械的性質 I

金属材料、無機材料
（セラミックス）、高
分子材料（有機材
料）、複合材料の構造
的特徴とその化学的性
質を学ぶ。

1.  歯科臨床での金属材料、無機材
料、高分子材料の使用例を挙げられ
る。
2.  化学結合の種類と特徴を説明で
きる。
3. 金属材料、無機材料、高分子材
料の構造的特徴を説明できる。
4. 歯科臨床での歯科材料および歯
質の機械的性質を説明できる。
5. 強さ、靭性、脆性、展延性、硬
さを説明できる。
6. 各種材料の応力－ひずみ特性
（弾性係数、レジリエンス、耐力な
ど）を説明できる。
 [B-1]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。



2D歯科理工学Ⅰ

講
義

4/22
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

3. 歯科材料の機械的性
質II、物理的性質I、光
学的性質

歯科材料の物理的・機
械的性質（熱的、力学
的性質）について学
ぶ。

1. 歯と歯科生体材料の機械的性質
を比較できる。
2. 密度、熱膨張性、熱伝導性を説
明できる。
3. 光の性質を説明できる。
4. 歯と歯科生体材料の物理的性質
を比較できる。
[B-1-1]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

講
義

5/13
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

4. 歯科材料の光学的性
質、化学的性質、生物
学的安全性

歯科材料の物理的・光
学的性質について学
ぶ。
材料の化学的性質（化
学構造、物質の状態、
基本的な化学反応）を
学ぶ。

1. 歯と歯科生体材料の物理的性質
を比較できる。
2. 物質の状態変化（溶解と析出、
融解と凝固、ゾル化とゲル化）を説
明できる。
3. 酸-塩基反応を説明できる。
4. 口腔内環境と化学反応性（金属
の腐食、高分子の加水分解など）を
説明できる。
5. 生物学的安全性試験について説
明できる。
6. 医療機器の分類について説明で
きる。
[B-1-1, B-1-2,B-1-3]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

講
義

5/20
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

5. 鋳造理論

金属の成形法の一つで
ある歯科精密鋳造法の
概要と使用する材料を
学ぶ。

1. 鋳造で製作できる修復物、補綴
装置の例を挙げられる。
2. 歯科臨床での治療の流れを説明
できる。
3. 歯科精密鋳造法を用いた金属成
形技術の理論を説明できる。
4. 歯科精密鋳造法の製作手順を説
明できる。
[B-2-1,B-3-1]
事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。



2D歯科理工学Ⅰ

講
義

6/3
（水）

2

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

6．歯科理工学演習1

ユニット1～5に関する
演習問題を解き、応用
力と問題解決能力を身
につける。

1. 問題演習を通して、これまでに
学んだ各ユニットの目標への到達を
より確かなものにする。
[B-1,B-2-1,B-1-3]

事前学修：ユニット1～5の講義内容
を復習しておく（90分）。
事後学修：演習後、誤答した箇所を
各自知識を補完する（90分）。

講
義

6/10
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

7. 印象材1

模型作製のための印象
採得操作の概要、印象
採得に用いられる材料
の種類を学ぶ。

1. 歯科臨床における印象採得の目
的を説明できる。
2. 印象材の種類を説明できる。
3. 歯科臨床における弾性印象材の
用途を説明できる。
4. 印象採得時の弾性ひずみ、塑性
ひずみ（永久ひずみ）の重要性を説
明できる。
[B-2-1,B-2-2]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

講
義

6/17
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

8. 印象材2

弾性印象材の特徴を学
ぶ。非弾性印象材の特
徴を学ぶ。また、印象
への石膏の注入操作方
法を学ぶ。

1. 弾性印象材の成分・組成と硬化
機構および性質を説明できる。
2. 歯科臨床における非弾性印象材
の用途を説明できる。
3. 非弾性印象材の成分・組成と硬
化機構および性質を説明できる。
[B-2-1,B-2-2]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。
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講
義

6/24
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

9.模型用材料1

歯科臨床での印象採得
の方法を学ぶ。
印象採得から模型作製
までの方法を学ぶ。

1. 歯科臨床での模型用材料の用途
を説明できる。
2. 模型材の種類を列挙できる。
3. 石膏の混水比を説明できる。
4. 石膏の硬化機構を説明できる。
5. 石膏の硬化時間に影響を与える
因子（混水比、温度、添加剤）を説
明できる。
6. 石膏の硬化膨張に影響を与える
因子を説明できる。
7. 石膏の圧縮強度に影響を与える
因子を説明できる。
[B-2-1,B-2-2]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

講
義

7/1
（水）

2

佐々木かおり助教
（医療工学講座）

10. 歯科用ワックス

歯科用ワックスの種
類、用途およびワック
スパターンの作製法に
ついて学ぶ。

1. 歯科臨床におけるワックスの用
途を説明できる。
2. ワックスの種類、成分と用途別
分類を説明できる。
3. ワックスパターンの作製法の概
要を説明できる。
4. ワックスパターン作製時の変形
の原因、作製後の取り扱い上の注意
事項を説明できる。
[B-2-1,B-2-2,B-3-1]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

講
義

7/8
（水）

2

佐々木かおり助教
（医療工学講座）

11. 埋没材、鋳型の作
製

鋳造の理論、埋没材の
種類（石膏系、リン酸
塩系）と特性ならびに
鋳型の取り扱い方法を
学ぶ。

1. 鋳型の作製に用いる石膏系およ
びリン酸塩系埋没材の種類、組成、
成分の役割、性質を説明できる。
2. 埋没操作を説明できる。
3. 鋳型加熱の目的を説明できる。
[B-2-1,B-2-2,B-3-1]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。
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講
義

7/15
（水）

2

武本真治教授
（医療工学講座）

12. 鋳造用合金

鋳造用合金の種類と成
分の役割を学ぶ。

1. 歯科用合金の種類を説明でき
る。
2. 鋳造用合金の組成を列挙でき
る。
3. 鋳造用合金の成分の役割を説明
できる。
4. 鋳造用合金の物理的性質（熱的
性質）を説明できる。
[B-2-1]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

講
義

7/22
（水）

2

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

13．歯科理工学演習2

ユニット6～11に関する
演習問題を解き、応用
力と問題解決能力を身
につける。

1. 問題演習を通して、これまでに
学んだ各ユニットの目標への到達を
より確かなものにする。
[B-1,B-2-1,B-1-3]

事前学修：ユニット6～11の講義内
容を復習しておく（90分）。
事後学修：演習後、誤答した箇所を
各自知識を補完する（90分）。

講
義

8/19
（水）

2

服部雅之客員教授 14. 合金融解と鋳込
み、鋳造欠陥、鋳造精
度

合金の融解と鋳造方法
について学ぶ。
鋳造欠陥と鋳造精度に
ついて学ぶ。

1. 鋳造方法を説明できる。
2. 合金の融解方法（熱源）を説明
できる。
3. 歯科臨床における合金の融解と
鋳込みの重要性を説明できる。
[B-2-1,B-2-2,B-3-1]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

講
義

9/30
（水）

1

武本真治教授
（医療工学講座）

15. 印象用材料3 ・模
型用材料2/印象採得・

歯科臨床での印象採得
の方法を学ぶ。
印象採得から模型作製
までの方法を学ぶ。

1. 歯科臨床における印象採得の方
法を説明できる。
2. 印象採得から模型作製までの流
れを説明できる。
3. 模型作製時の注意点を説明でき
る。
[B-2-1,B-2-2]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。
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実
習

10/7
（水）

1

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

実習オリエンテーショ
ン

実習で行う内容を理解
する。

1．実習で取り扱う道具の名称を列
挙できる。
[B-2-1,B-2-2]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（30分）。
事後学修：実習に必要な知識を復習
する（30分）。

講
義

10/21
（水）

1

佐々木かおり助教
（医療工学講座）

16. 合着用セメント

歯科用仮着・合着用セ
メントの種類、成分、
硬化機構、性質および
取り扱い方法を学ぶ。

1. 歯科臨床における歯冠修復物・
補綴物の仮着・合着の目的を説明で
きる。
2. 仮着・合着用セメントの種類を
挙げ、それぞれの主要成分を説明で
きる。
3. 各セメントの性質（強さ、接着
性、歯髄刺激性、被膜厚さ、崩壊
率）を説明できる。
4. 各セメントの取り扱い上の注意
点を説明できる。
[B-2-3]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

実
習

10/22
（木）

3
・
4

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

田邉耕二非常勤講師
畑中昭彦非常勤講師
（各班を分担）

歯科理工学実習1
印象材
模型材

弾性印象材の性質を調
べ、取り扱い方法を学
ぶ。
３種類の石膏の性質を
調べ、取り扱い方法を
学ぶ。

1. 歯科臨床での印象材の使用目
的・用途を説明できる。
2. 弾性印象材の練和方法と硬化時
間に及ぼす因子（粉液比、温度）を
説明できる。
3. 弾性印象材の弾性ひずみと永久
ひずみを実測し、印象精度に及ぼす
影響を説明できる。
4. 弾性印象材から作製した石膏模
型の寸法精度について説明できる。
5. 印象採得精度に及ぼす要因を説
明できる。
6. 歯科診療での模型の使用目的・
用途を説明できる。
7. ３種類の石膏の硬化時間、硬化
膨張、強さに及ぼす因子（混水比、
練和時間、調節剤）を説明できる。
[B-2-1, B-2-2, B-3-1]

事前学修：教科書、講義レジメ、実
習書で手順を確認しておくこと（15
分）。
事後学修：実習のレポートを作成す
る（80分）。



2D歯科理工学Ⅰ

実
習

10/29
（木）

3
・
4

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

勢島　尚非常勤講師
昆　隆一非常勤講師
（各班を分担）

歯科理工学実習2
印象材
模型材

弾性印象材の性質を調
べ、取り扱い方法を学
ぶ。

1. 歯科臨床での印象材の使用目
的・用途を説明できる。
2. 弾性印象材の練和方法と硬化時
間に及ぼす因子（粉液比、温度）を
説明できる。
3. 弾性印象材の弾性ひずみと永久
ひずみを実測し、印象精度に及ぼす
影響を説明できる。
4. 弾性印象材から作製した石膏模
型の寸法精度について説明できる。
5. 印象採得精度に及ぼす要因を説
明できる。
6. 歯科診療での模型の使用目的・
用途を説明できる。
7. ３種類の石膏の硬化時間、硬化
膨張、強さに及ぼす因子（混水比、
練和時間、調節剤）を説明できる。
[B-2-1, B-2-2, B-3-1]

事前学修：教科書、講義レジメ、実
習書で手順を確認しておくこと（15
分）。
事後学修：実習のレポートを作成す
る（80分）。

講
義

11/11
（水）

1

澤田智史非常勤講師 17. 歯科用陶材

歯科用陶材の用途、種
類、成分・組成、焼成
体の性質を学ぶ。
陶材焼付鋳造冠作製に
用いる焼付用陶材の成
分・組成、特徴を学
ぶ。また、金属と陶材
との結合機構を学ぶ。

 1.歯科臨床における歯科用陶材の使
用例を挙げることができる。

 2.歯冠部修復・補綴に用いられるセ
ラミックス材料の種類を挙げ、それ
ぞれの一般的特徴を説明できる。

 3.インレー、クラウン作製に用いら
れる陶材の成分・組成を説明でき
る。

 4.歯科用陶材の物理的性質・機械的
性質、化学的性質および生物学的性
質を説明できる。
[B-1, B-2-1, B-3-1]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。



2D歯科理工学Ⅰ

実
習

11/12
（木）

3
・
4

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

畑中昭彦非常勤講師

（各班を分担）

歯科理工学実習3
歯科用ワックス
鋳造用埋没材

鋳造用ワックスの加圧
短縮率と内部応力によ
る変形を調べ、ワック
スのレオロジー的性質
を学ぶ。
歯科用合金の鋳造に用
いる石膏系埋没材の性
質を調べ、取り扱い方
法を学ぶ。

1. 歯科臨床でのワックスの使用目
的・用途を説明できる。
2. 直接法用インレーワックスと間
接法用インレーワックスの加圧短縮
率（フロー）を説明できる。
3. インレーワックスの内部応力に
よる変形を説明できる。
4. 歯科精密鋳造で用いる埋没材の
使用目的・用途を説明できる。
5. 埋没材の硬化膨張に及ぼす混水
比の影響を説明できる。
6. 埋没材の吸水膨張、加熱膨張を
説明できる。
[B-2-1, B-2-2, B-3-1]

事前学修：教科書、講義レジメ、実
習書で手順を確認しておくこと（15
分）。
事後学修：実習のレポートを作成す
る（80分）。

実
習

11/19
（木）

3
・
4

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

畑中昭彦非常勤講師

（各班を分担）

歯科理工学実習4
歯科用ワックス
鋳造用埋没材

鋳造用ワックスの加圧
短縮率と内部応力によ
る変形を調べ、ワック
スのレオロジー的性質
を学ぶ。
歯科用合金の鋳造に用
いる石膏系埋没材の性
質を調べ、取り扱い方
法を学ぶ。

1. 歯科臨床でのワックスの使用目
的・用途を説明できる。
2. 直接法用インレーワックスと間
接法用インレーワックスの加圧短縮
率（フロー）を説明できる。
3. インレーワックスの内部応力に
よる変形を説明できる。
4. 歯科精密鋳造で用いる埋没材の
使用目的・用途を説明できる。
5. 埋没材の硬化膨張に及ぼす混水
比の影響を説明できる。
6. 埋没材の吸水膨張、加熱膨張を
説明できる。
[B-2-1, B-2-2, B-3-1]

事前学修：教科書、講義レジメ、実
習書で手順を確認しておくこと（15
分）。
事後学修：実習のレポートを作成す
る（80分）。

講
義

11/25
（水）

1

武本真治教授
（医療工学講座）

18. CAD/CAMによる歯冠
修復物の製作

強度、成形性に優れた
ニューセラミックスの
種類と成分、性質なら
びに成形法を学ぶ。

1. CAD/CAMシステムに用いる器械の
構造と原理を説明できる。
2. CAD/CAMによるセラミックス成形
法の概要を説明できる。
3. CAD/CAMにより成形できる複合レ
ジン、金属材料の種類を列挙でき
る。
[B-2-1, B-3-1, B-3-4]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。



2D歯科理工学Ⅰ

実
習

12/3
（木）

3
・
4

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

野口竜実非常勤講師

（各班を分担）

歯科理工学実習
精密鋳造1

金属クラウンの鋳造操
作を実習し、材料の理
工学的性質と取り扱い
方法を学ぶ。

1. 歯科臨床での精密鋳造の目的・
適用例を説明できる。
2. インレーワックスを用いたろう
型作製を説明できる。
3. 金属クラウン製作の一連の操作
（スプルー、埋没、加熱、合金の融
解、遠心鋳込み、研磨）を説明でき
る。
4. ３Dプリンタでのレジンパターン
の形成方法を説明できる。
[B-2-1,B-2-2,B-3-1]

事前学修：教科書、講義レジメ、実
習書で手順を確認しておくこと（15
分）。
事後学修：実習のレポートを作成す
る（15分）。

講
義

12/9
（水）

1

武本真治教授
（医療工学講座）

19. 接着性レジンセメ
ント

接着性レジンセメント
の種類、成分、硬化機
構、性質および取り扱
い方法を学ぶ。

1. 歯科臨床における歯冠修復物・
補綴物の合着の目的を説明できる。
2. 接着性レジンセメントの種類を
挙げ、それぞれの主要成分を説明で
きる。
3. 接着性モノマーの種類を説明で
きる。
4. 各セメントの取り扱い上の注意
点を説明できる。
[B-2-3]

事前学修：事前学修要綱を事前に
WebClassにアップロードするので、
教科書等を用いて事前に調べておく
（15分）。
事後学修：講義の最後に実施するポ
ストテストを用い、各自不足してい
る知識を補完する（60分）。

実
習

12/10
（木）

3
・
4

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

渡邉浩章非常勤講師

（各班を分担）

歯科理工学実習
精密鋳造2

金属クラウンの鋳造操
作を実習し、材料の理
工学的性質と取り扱い
方法を学ぶ。

1. 歯科臨床での精密鋳造の目的・
適用例を説明できる。
2.  金属クラウン製作の一連の操作
（スプルー、埋没、加熱、合金の融
解、遠心鋳込み、研磨）を説明でき
る。
3. クラウン鋳造体の支台装置への
適合性に影響を及ぼす因子（ライ
ナーの有無、埋没材の種類）を説明
できる。
4. ３Dプリンタでのレジンパターン
の形成方法を説明できる。
[B-2-1,B-2-2,B-3-1]

事前学修：教科書、講義レジメ、実
習書で手順を確認しておくこと（15
分）。
事後学修：実習のレポートを作成す
る（80分）。



2D歯科理工学Ⅰ

演
習

12/23
（水）

1

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

20．歯科理工学演習3

ユニット12～18に関す
る演習問題を解き、応
用力と問題解決能力を
身につける。

1. 問題演習を通して、これまでに
学んだ各ユニットの目標への到達を
より確かなものにする。
[B-1,B-2-1,B-1-3]

事前学修：ユニット12～18の講義内
容を復習しておく（90分）。
事後学修：演習後、誤答した箇所を
各自知識を補完する（90分）

実
習

1/7
（木）

3
・
4

武本真治教授
佐々木かおり助教
（医療工学講座）

歯科理工学実習
実習試験
実習試験解説
補足講義

実習で学んだ知識およ
び技術の要点について
の理解度の評価を受け
る。

1. 実習で学んだ知識と技術につい
ての筆記試験問題に的確に解答でき
る。
[B-2-1, B-2-2, B-3-1]

事前学修：歯科理工学実習で行った
内容、レポートの内容を補完してお
く（95分）。
事後学修：実習試験で誤答した箇所
を各自知識を補完する（80分）。



区分 発行年

教 2024年

教 2024年

教 2025年

参 2019年

参 2006年

参 2008年医歯薬出版

成績評価方法・基準・配点割合等

講義（①定期試験（前期：後期＝4：6）、②演習、③平常点（プレテスト、ポストテスト））
75％
実習（①筆記試験、②実習レポート） 25％
計100％で評価（ただし、出席や態度等、状況に応じて減点する）

特記事項・その他（試験・レポート等へのフィードバック方法・アクティブラーニングの実施、ICTの活用 等）

当該科目に関連する実務教員の有無 … 無

　アクティブラーニングとして、思考力、推論能力を向上するためにディスカッション方式の講
義を行う。また、ポストテストを使用して学生は復習を行い知識の定着を図る。知識の定着を確
実にするため数ユニット毎に演習を行い、その内容についてディスカッションしながら解説す
る。
　学生参加型講義(ICT活用の演習)を実施するために、講義の途中あるいは最後にクリッカーを
使用して学生の理解度の確認を行う。
　実習では実習結果および考察するべき内容をレポートとしてWebClassに提出する。
　本コースでは、一般的な講義に加えて演習や実習も行う。演習は、終了後にフィードバック講
義を実施するとともに、学生の習熟度表をフィードバックする。
　実習終了後には習得すべき項目として、実習試験の解説を含めたまとめ講義を行う。

教科書・参考書・推薦図書

書籍名 著者名 発行所

スタンダード歯科理工学：
生体材料と歯科材料　第8
版

中嶌裕ほか　編集幹事
武本真治ほか　編

学建書院

基礎歯科理工学 宮坂平ほか編 医歯薬出版

新編歯科理工学　第7版 服部雅之、武本真治編 学建書院

歯科理工学実習書（配布） 医療工学講座 編 医療工学講座

臨床歯科理工学 宮崎隆ほか編 医歯薬出版

コア歯科理工学 小園凱夫ほか編著

到達目標 DP 演習 レポート 実習試験 定期試験 その他 合計

1,2,3,4,5,6 2,4,6,8,9 9 12.5 12.5 46.5 1.1 81.6

7 1,2,4,6,8,9 1 5 0.1 6.1

8,9 4,6,8 2 10 0.3 12.3

合計 12 12.5 12.5 61.5 1.5 100
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蒸留水製造装置一式 RFD240NA 基礎実習・研究用機器 実習用試薬の調製

授業に使用する機械・器具と使用目的

熱膨張計一式(開閉式管状炉) KRO-11K 基礎実習専用機器 埋没材の加熱膨張測定

送風定温乾燥器架台付 DRM320DA型 基礎実習専用機器 実習での試料の乾燥

窓付恒温水槽 TBN402DA 基礎実習・研究用機器 印象材等の定温実験

ﾏｲｸﾛｶｯﾃｨﾝｸﾞﾏｼﾝ一式 BS-300CL型 基礎実習・研究用機器
実験試料及び実習試料の作
製

使用機器・器具等の名称・規格 使用区分 使用目的

μRS1000記録計TGK 173-70-01-06 基礎実習・研究用機器 寸法変化、膨張率等の記録

卓上集塵機 HD-400M 基礎実習・研究用機器 実習用試料作製

超純水製造装置 RFU424BA 基礎実習・研究用機器 実習用試薬の調製

電子天秤精密比重計 AUW220D+SMK401 基礎実習・研究用機器 試料の秤量

恒温水槽 F-0015DN 基礎実習・研究用機器 実習に使用する水の加温

ノートパソコン EliteBook 820G1/CT 基礎実習・研究用機器 講義資料の作成用

ハイブラスターオーバルジェット 基礎実習・研究用機器 鋳造体表面の酸化膜の除去

サーマルロボ TR-2AR 基礎実習・研究用機器 実習に使用する試料の調製

ノートパソコン Surface Pro3 基礎実習・研究用機器 講義資料の作成用

デスクトップパソコン ProOne 600 基礎実習・研究用機器 講義資料の作成用

デスクトップパソコン Inspiron3647 基礎実習・研究用機器 講義資料の作成用

デスクトップパソコン ENVY700-270jp/CT 基礎実習・研究用機器 講義資料の作成用

HP ENVY Desktop
TE01-0109jp

9AQ32AA-AAAU 視聴覚用機器 講義資料作成

カラー複合機・image Runner Advance C5235F 基礎実習・研究用機器 講義の配布資料作成

ノートパソコン LAVIE Direct HZ 基礎実習・研究用機器 講義資料の作成および提示

ノートパソコン ASUS ExpertBook 基礎実習・研究用機器 講義資料の作成および提示

プロジェクタースクリーン・パワープロ
ジェクター

IWS-82-V-CA
WX300USTi

基礎実習・研究用機器
実習資料の提示、アクティ
ブラーニングの実施

自動サーボスタンド／ハンディフォース
ゲージ

HF100／
JSV-H1000

基礎実習・研究用機器
歯科材料の接着試験および
圧縮試験

サーマルロボ TR-1AR 基礎実習専用機器 実習試料の保存

デジタル一眼レフカメラ EOS Kiss X9 基礎実習・研究用機器
実習風景、講義資料に必要
な写真の撮影

冷蔵庫 RXG51J(XW) 基礎実習・研究用機器 試料および材料の保存

3D プリンタ TRS 3Dプリンタ　XL4K 基礎実習・研究用機器 試料の作製

印象材弾性比較試験機 A-003 基礎実習・研究用機器 印象材の弾性ひずみ試験

印象材永久ひずみ試験機 A-003-2 基礎実習・研究用機器 印象材の永久ひずみ試験

バイブレーター 　R-I 基礎実習用機器 基礎実習時の指導用

バキュームミキサー　スタンド付 VM115 基礎実習用機器 基礎実習時の指導用

ノートパソコンDELL NI75SA NI75SAWHBW 視聴覚用機器
講義資料作成用および講義
用

ASUS Tek ExpertBook B5302FEA B5302FEA-EM0119R 視聴覚用機器
講義資料作成用および講義
用


